
法人全体用注記メニュー 

作成作業が完了しているか備忘メモになります。

非該当項目は、不要の設定ができます。 

各拠点用注記メニュー 

メイプル会計のもっとお伝えしたいこと（その１） 
 

財務諸表の注記の計算項目は、日々の仕訳伝票から計算できる機能を備えています。計算の設定方法も簡単です。 
１．注記項目の選択メニュー 
   注記の各項目を選択して作成を行います。作成作業が完了すると、備忘メモとして「済」表示が行えます。 
   非該当項目は「不要」表示にすれば出力されません。 
 （１）法人全体用注記メニュー 
    法人全体用の注記項目を作成します。計算項目も法人全体で計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）各拠点用注記メニュー 
    各拠点用注記メニューで拠点別に作成します。 
 
                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（財務諸表注記編） 



タイトルも編集できます。 

文章が自由に入力できます。 
初期の文章も入っています。 

初期化ボタンで初期文章に戻せます。

文章による注記項目例（例 重要な会計方針） 

伝票などから算出できる注記項目例（例 基本財産の増減の内容及び金額） 

入力：基本財産の名称、金額すべて手入力で設定ができます。

科目：基本財産の勘定科目を設定します。仕訳伝票から集計

できます。 
小計：小計項目が設定できます。 

 ２．文章による注記項目の画面例（項目番号 １番～５番 ７番 １３番～１５番） 
  文章による注記項目は、文章を自由に入力します。初期データとして登録されている項目もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．伝票などから算出できる項目の画面例（項目番号 ６番 ８番～１２番） 
 伝票や備品資産マスターなどから必要情報を抽出して自動で計算します。手入力で作成も行えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


